
同時開催
入場無料
（抽選会あり !）

安全衛生保護具・測定機器・安全標識等  展示会
●参 加 券 8,000円（昼食はついていません）
●申 込 方 法 参加申込書（20ページ）に参加券代を添えて、最寄りの建災防都道府県支部（又は本部）までお願いします。

なお、当日受付もございますが、混雑が予想されますので、事前の申し込みをおすすめします。
●継続学習制度 継続学習制度（CPDS）のユニットが取得できます。詳しくは、18ページをご覧ください。

主 催 建設業労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会福岡県支部
開催主協力支部 建設業労働災害防止協会佐賀県支部、長崎県支部、熊本県支部、大分県支部、宮崎県支部、

鹿児島県支部、沖縄県支部
後 援 厚生労働省、国土交通省、福岡県、福岡市、福岡労働局
協 賛 一般社団法人全国建設業協会、中央労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、

林業・木材製造業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災害防止協会

参加される方へ
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初日　9月26日（木）　福岡国際センター　10:30〜16:30
10:30 開　　場

12:15 オープニング 福岡プロモーション動画

13:15 開　　会
黙 祷
挨 拶 建設業労働災害防止協会　会長

来 賓 挨 拶 厚 生 労 働 大 臣
国 土 交 通 大 臣
福 岡 県 知 事
福 岡 市 長

歓迎のことば 大会実行委員長　建設業労働災害防止協会　福岡県支部長

13:50 安全衛生表彰・顕彰基金による顕彰

14:10 安全の誓い	 大会副実行委員長

14:15 講　　演	 「最近の労働安全衛生の動向」（仮題）
� 厚生労働省　労働基準局

14:35 アトラクション	 「小倉祇園太鼓」

15:00 休　　憩

15:20 講　　演	 「脳とAIの未来」
� 東京大学　薬学部　教授
� 池谷　裕二

16:30 閉　　会

講演者紹介
脳とAIの未来

池
い け

谷
が や

 裕
ゆ う

二
じ

　東京大学 薬学部 教授

ぜひ聞きたい講師として有名な脳研究者による折紙付きの講演です。今後人工知能によって我々の生
活はどのようになるのか、人工知能がもたらす未来の世界で「人らしさ」とは何かなどを分かりやすく
解説します。
学術論文は100を超え、著書は10万部を超えるベストセラーが9冊、累積部数は200万部を超え、
ほとんどの著書が中国語、韓国語、台湾語に翻訳出版されています。TBSテレビ「新・情報7daysニュー
スキャスター」のコメンテーターとしても活躍中です。

アトラクション紹介
小
こ

倉
く ら

祇
ぎ

園
お ん

太
だ い こ

鼓
小倉祇園太鼓は、約400年の歴史を持つ国の指定重要無形民俗文化財です。
小倉祇園太鼓は、太鼓とすり鉦（ジャンガラ）による演奏が主役となる「太鼓祇園」
です。太鼓の音には、「天下泰平」、「国土安泰」、「五穀豊穣」、「商売繁盛」、「家内安全」
を願う意味が込められ、古来より「祇園風に吹かれると夏患いせぬ」といわれてい
ます。

総合集会プログラム
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２日目　9月27日（金）　福岡国際会議場・福岡サンパレス　8:30〜17:00

専門部会プログラム

建築部会
福岡国際会議場 3階 メインホール

土木部会
福岡国際会議場 5階 国際会議室

安全衛生教育部会
福岡サンパレス 大ホール

低層住宅部会
福岡国際会議場 5階 502-503

メンタルヘルス部会
福岡サンパレス 2階 パレスルーム

コスモス部会
福岡国際会議場 4階 409-410

8:30 開場　8:30 開場　8:30 開場　8:30 開場　8:30 開場　8:30 開場　8:30
8:50

開会挨拶　8:50～9:00（10分） 開会挨拶　8:50～9:00（10分） 開会挨拶　8:50～9:00（10分） 開会挨拶　8:50～9:00（10分） 開会挨拶　8:50～9:00（10分）開会挨拶　8:50〜9:00（10分）
8:55
9:00 発表①　9:00～9:20(20分) 発表①　9:00〜9:20（20分） 講話　9:00〜9:20（20分） 発表①　9:00〜9:20（20分） 事例発表①9:00〜9:30（30分） 発表①　9:00〜9:20（20分）
9:05 ㈱竹中工務店　九州支店 飛島建設㈱　九州支店 厚生労働省 大東建託㈱ 大和ハウス工業南関東地区協力会 大成建設㈱　関東支店
9:10 省人化工法とBIMを積極的に使用した 

災害発生リスクの低減による安全管理
自然環境保全に配慮した 
造成工事の災害防止対策

外国人労働者に対する 
安全衛生教育について

建設現場における 
『声かけ運動』の取り組み 低層住宅現場における 

メンタルヘルス対策について

労働安全衛生マネジメントシステム
に法った安全衛生管理活動9:15

9:20 発表②　9:20〜9:40（20分） 発表②　9:20〜9:40（20分） 発表①　9:20〜9:40（20分） 発表②　9:20〜9:40（20分） 発表②　9:20〜10:00（40分）
9:25 上村建設㈱ ㈱大林組　名古屋支店 清水建設㈱　九州支店 東急建設㈱ 建災防
9:30 協力会社と連携して取り組む 

熱中症対策
坑内作業員を 

災害と疾病から守れ
安全衛生管理情報を 

イラストや写真で分かり易く
真夏の現場環境の 

『快適さ』って何だろう？
事例発表②9:30〜10:00（30分）

コンパクトコスモスについて

9:35 ㈱松本組
9:40 発表③　9:40〜10:00（20分） 発表③　9:40〜10:00（20分） 発表②　9:40〜10:00（20分） 発表③　9:40〜10:00（20分） 

見えない心
ストレス

の見える化
9:45 （一社）福岡県建造物解体工業会 大成建設㈱　九州支店 鹿島建設㈱　東北支店 住友林業緑化㈱
9:50 解体工事における 

安全確保の取り組み
地下鉄工事における 

安全意識向上に向けた取り組み
原子力発電所再稼働に向けた 

災害防止活動について 社内講師による安全衛生教育
9:55

10:00 発表④　10:00〜10:20（20分）発表④　10:00〜10:20（20分）発表③　10:00〜10:20（20分）発表④　10:00〜10:20（20分）事例発表③10:00〜10:30（30分）発表③　10:00〜10:20（20分）
10:05 東急建設㈱　首都圏建築支店 五洋建設㈱　九州支店 ㈱光南 低住協　じゅうたく小町部会 前田建設工業㈱　九州支店 中村土建㈱
10:10 作業所スローガン 

【3・2・1・0方針】の結果
国内最多のクルーズ船寄航数を誇る博多港での 

ジャケット工法による岸壁延伸工事における安全管理 正しい技術伝承への取組み 女性活躍推進から見る 
住宅建築現場の「働き方改革」 働き方改革と職長会活動を通した 

現場管理

ニューコスモスの導入と 
運用について10:15

10:20
休憩　10:20〜10:30（10分） 休憩　10:20〜10:30（10分） 休憩　10:20〜10:30（10分） 休憩　10:20〜10:30（10分）

閉会挨拶
10:25
10:30 発表⑤　10:30〜10:50（20分）発表⑤　10:30〜10:50（20分）発表④　10:30〜10:50（20分）発表⑤　10:30〜10:50（20分）事例発表④10:30〜11:00（30分）
10:35 飛島建設㈱　九州支店 鉄建建設㈱　大阪支店 ㈱流機エンジニアリング 積水ハウス㈱ 清水建設㈱　東京支店
10:40 事前施工検討会（スリーステップ 

メソッドを含む）のリスク低減策の実施
所長の熱い思いを込めた安全見え
る化で作業所全体のレベルアップ

社員主導型「危険回避プロジェクト」 
7年間の取組み

スマートデバイスを活用した 
安全管理体制の構築 働き方改革の実践－ 

能力を発揮出来る環境作り
10:45
10:50 発表⑥　10:50〜11:10（20分）発表⑥　10:50〜11:10（20分）発表⑤　10:50〜11:10（20分）発表⑥　10:50〜11:10（20分）
10:55 ㈱奥村組　西日本支社 愛知産業㈱ 大成建設㈱　東北支店 大和ハウス工業㈱
11:00 いろんな工夫（省力化）で 

安全確保
重機との接触による 

死亡災害の発生を受けて
ICTを活用した 

日常の安全衛生管理
移動現場事務所による 

業務の効率化
事例発表⑤11:00〜11:30（30分）

11:05 東急ジオックス㈱
11:10 発表⑦　11:10〜11:30（20分）発表⑦　11:10〜11:30（20分）発表⑥　11:10〜11:30（20分）発表⑦　11:10〜11:30（20分）

人財確保は『教育』から、 
そして『健康経営』へ

11:15 ㈱本間組 東亜建設工業㈱　東京支店 前田建設工業㈱　中部支店 ㈱キッズウェイ
11:20 築80年の高材令コンクリート建物の 

安全な解体について
既設水門の耐震対策工事における 

第三者に対する安全対策
現場の実情に即した安全管理の

実施と業務の効率化
リアルタイムコミュニケーションによる 

現場の働き方改革11:25
11:30 発表⑧　11:30〜11:50（20分） 講話　11:30〜11:50（20分） 発表⑦　11:30〜11:50（20分）発表⑧　11:30〜11:50（20分）事例発表⑥11:30〜12:00（30分）
11:35 大成建設㈱　関東支店 国土交通省 橋爪建設㈱ 大阪住宅安全衛生協議会 ㈱熊谷組
11:40 快適職場づくりによる 

作業所の安全衛生管理活動 建設産業行政の現状と取組 外国人技能実習生の 
安全・安心を目指して

ユニバーサル安全ビデオ 
「言語不要の安全教育」 産業医直伝! 明日から使える 

メンタルヘルス入門講座
11:45

11:50

～

12:50

（昼休）11:50〜12:50（60分）
DVD上映

（昼休）11:50〜12:50（60分）
DVD上映

（昼休）11:50〜12:50（60分）
DVD上映

（昼休）11:50〜12:50（60分）
DVD上映 （昼休）12:00〜12:50（50分）

DVD上映
12:50 発表⑨　12:50〜13:10（20分）発表⑧　12:50〜13:10（20分）発表⑧　12:50〜13:10（20分）発表⑨　12:50〜13:10（20分） 講演　12:50〜13:30（40分）
12:55 鹿島建設㈱　中部支店 ㈱フジタ 三機工業㈱ 大和ハウス工業㈱協力会連合会 日本大学　生産工学部 

創生デザイン学科 
教授　鳥居塚 崇

13:00 安全や環境を守り、作業間のハザマを 
無くす‥『LSDF』で災害防止!

全員参加型の 
安全施工サイクルの確立

言葉の壁を越えた、 
災害ゼロへの取り組み

建て方作業手順の中での 
小屋組み上部への昇降設備の改善13:05

13:10 発表⑩　13:10〜13:30（20分）発表⑨　13:10〜13:30（20分）発表⑨　13:10〜13:30（20分）発表⑩　13:10〜13:30（20分）
建設業における安全対策と 

ヒューマンファクター
13:15 矢作建設工業㈱ 前田建設工業㈱　中部支店 東急建設㈱ 全国低層住宅労務安全協議会
13:20

「見える化」から「魅せる化」へ 山岳トンネル工事における 
切羽肌落ち災害の防止施策

進化する活きた 
「KY活動」の実践 T字体幹理論の実践と3点支持

13:25
13:30 発表⑪　13:30〜13:50（20分）発表⑩　13:30〜13:50（20分）発表⑩　13:30〜13:50（20分）発表⑪　13:30〜13:50（20分）事例発表⑦13:30〜14:00（30分）
13:35 清水建設㈱　北海道支店 三井住友建設㈱　東京土木支店 五洋建設㈱ ㈱ダイサン 鉄建建設㈱
13:40 空港施設の「使いながら」 

改修工事
安全性をより高めた工法による 

橋梁の施工について
三現主義を取り入れた安全意識向上と 

安全への動機付け教育研修
安全への意識と行動改善に 

最新の技術を活用 建設現場での
レジリエンス力の向上

13:45
13:50

休憩　13:50〜14:00（10分） 休憩　13:50〜14:00（10分） 休憩　13:50〜14:00（10分） 休憩　13:50〜14:00（10分）
13:55
14:00 講話　14:00〜14:20（20分） 発表⑪　14:00〜14:20（20分）発表⑪　14:00〜14:20（20分）発表⑫　14:00〜14:20（20分）事例発表⑧14:00〜14:30（30分）
14:05 厚生労働省　福岡労働局 鹿島建設㈱　関西支店 大東建託㈱ 大和ハウス工業㈱ 村本建設㈱
14:10 「福岡労働局・第13次労働災害防止計画」の概要

及び福岡の建設事情と災害防止対策について
狭隘な都市部における鉄道高架橋工事 
のICTを活用した安全管理への取組み

外国人労働者による 
災害撲滅に向けて

自然災害時の復興事業における 
安全対策 元請けと協力会社が一体と

なってメンタルヘルス対策を
推進!

14:15
14:20 発表⑫　14:20〜14:40（20分 発表⑫　14:20〜14:40（20分）発表⑫　14:20〜14:40（20分）発表⑬　14:20〜14:40（20分）
14:25 戸田建設㈱　九州支店 ㈱熊谷組　九州支店 清水建設㈱　関東支店 建災防
14:30 県市立一体型図書館における 

次世代への活動
拡張される福岡空港内における 

建設工事の安全管理
コミュニケーションアップにより 

ヒューマンエラー防止!
安全管理士は、建設事業者の 

安全管理活動を支援いたします! 閉会挨拶
14:35
14:40 閉会挨拶 閉会挨拶 閉会挨拶 閉会挨拶

休憩・移動 
14:45〜15:00（15分）

14:45
休憩・移動 

14:45〜15:00（15分）
休憩・移動 

14:45〜15:00（15分）
休憩　14:45〜15:00（15分）

休憩・移動 
14:45〜15:00（15分）

14:50
14:55

パネルディスカッション　15:00〜17:00（120分）

「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス　建設安全の新たな潮流を探る」

15:00

～

17:00

 研究発表・事例発表
 講話
 講演・パネルディスカッション
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パネルディスカッション
15：00〜17：00　福岡サンパレス 大ホール

働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス 建設安全の新たな潮流を探る

「働き方改革と建設安全」
蟹
かに

澤
さわ

 宏
ひろ

剛
たけ

　芝浦工業大学 建築学部 建築学科 教授

建設職人基本法の制定を受けて、安全衛生経費の確保、適正工期、設計段階の安全衛生の確保等建設安全の新た
な課題への対応と方向性について、厚生労働省、国土交通省、建災防の各委員会委員長の経験を通じて講演する。

「ICTを活用した生産性向上と労働災害防止」
建
たて

山
やま

 和
かず

由
よし

　立命館大学 理工学部 教授

ICT施工の中心的推進者で建災防委員会委員長の立場から、ICT活用による建設現場の生産性の向上による新
3K（給料、休日、希望）の実現及び労働災害防止のための本質安全化の実現について講演する。

「メンタルヘルスと労働災害防止」
小
こ

山
やま

 文
ふみ

彦
ひこ

　東邦大学 産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉） センター長・教授

建災防委員会委員及び精神科医の立場から、メンタル不調、不眠、高ストレスと労働災害発生の関係について精
神医学上の発生機序を説明するとともに、良質な睡眠時間の確保が働き方改革の要締であることを講演する。

「レジリエンス・エンジニアリングとヒューマンエラー防止」
鳥
とり

居
い

塚
づか

 崇
たかし

　日本大学 生産工学部 創生デザイン学科 教授

建災防調査で約6割の労働者が労働災害につながるヒヤリハット体験をしているという結果に対し、建災防委員
会委員及び人間工学の専門家としてヒヤリハットは疑似災害体験であるばかりでなく、アクシデントやインシデン
トになる前にリカバリーした事例でもあることに留意したレジリエンス・エンジニアリングの考え方を講演する。

「新たな課題に対応したニューコスモス」
田
た

中
なか

 正
まさ

晴
はる

　建設業労働災害防止協会 専務理事

ISO45001を包含するとともに、建設工事従事者、ICT、メンタルヘルス等新たな建設安全衛生の課題にも対応したニューコスモ
スの必要性について概説するとともに、中小建設事業者向けのコンパクトコスモスの普及により建設業における働き方改革の推進に
資することを講演する。

主な論点は、
①働き方改革として、労働時間の削減が大きな要因として示されているが、新たな視点の労働災害防止対策も必要

ではないか。
②建設労働者の不足、担い手の確保対策としてICTの活用が重要であるが、それは労働災害防止にも有効ではな

いか。
③労働災害の減少率を上げるには、メンタルヘルス等、ソフト面での対策も必要ではないか。
④事故防止や負の側面に着目した従来のSafetyⅠだけでなく、安全状態を維持するためには正の面に注目した

SafetyⅡの対策も必要ではないか。
⑤新たな建設安全衛生の課題へ対応するためには、①～④のトピックを捉まえた労働安全衛生マネジメントシステ

ムの構築が必要ではないか。

Discussion
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8:30～ 開 場

8:50～9:00 開会挨拶 � 部会長　㈱大林組　安全品質管理本部　安全管理室　部長　�井上 聖
9:00～9:20

（20分）
発 表 ① 省人化工法とBIMを積極的に使用した災害発生リスクの低減による安全管理

� ―「進化と明快」　分かりやすい工事を目指して―
� ㈱竹中工務店　九州支店　マークイズ福岡ももち新築工事　計画GL　�山崎 裕昭

プロジェクト初期段階で設計と協業し最新の基礎架構システムを設計図書に盛り込み、BIMへ
の積極的な取組など大幅な省人化・生産性向上施策を実施し、労務不足の解消と早期開業を実
現した。その結果、大幅な災害発生のリスク低減を達成できたのでその内容について報告する。

9:20～9:40
（20分）

発 表 ② 協力会社と連携して取り組む熱中症対策
� ―発症者聞き取り・業者アンケート・マスコミ活用を通して―
� 上村建設㈱　工事管理部　工事管理部長　�稲吉 恒弘

福岡県内で熱中症の件数が例年増加する中、当社では熱中症発症者に聞き取り調査・協力会社へのアンケートを行
い、その結果を元に、ポスター掲示や教育、WBGT値の管理、熱中症対策自販機とそれをテレビ等で取り上げたこと
による意識向上、日陰を作ろう運動等を行った結果、熱中症による労働災害が大幅に減少できたこと等を説明する。

9:40～10:00
（20分）

発 表 ③ 解体工事における安全確保の取り組み
� ―業界団体としての安全推進活動―
� （一社）福岡県建造物解体工業会　代表理事　�平 典明
� （㈱平組）

建設業の災害は、関係各位の努力の結果、年々減少傾向にある。しかし、解体工事だけを見ると工事量の増加
以上に災害が発生している。
建設業の中で災害発生の危険性が高い解体工事に特化した専門工事業団体での取り組みの事例を紹介する。

10:00～10:20
（20分）

発 表 ④ 作業所スローガン【3・2・1・0方針】の結果
� ―安全衛生管理活動の取組について―
� 東急建設㈱　首都圏建築支店　作業所長　�斎藤 隆久

所長方針のもと、職員及び職長会を中心とした日々の安全衛生管理活動により、全工期無災
害を達成することができました。「皆で協同、複眼管理、1人悩まず、不具合ゼロ」をスローガ
ンとした私達の取り組みを紹介します。

10:20～10:30 休 憩

10:30～10:50
（20分）

発 表 ⑤ 事前施工検討会（スリーステップメソッドを含む）のリスク低減策の実施
� ―建築作業所における安全施工計画と計画の具現化について―
� 飛島建設㈱　九州支店　冷泉町ビル作業所　所長　�舛岡 耕太郎

市街地のオフィスビル新築工事において、厳しい工程短縮を課せられ、全工期無事故無災害を
達成するために、当社が展開する事前施工検討会（スリーステップメソッドを含む）のリスク低減
策を安全施工計画に展開し、計画の具現化に取り組んだ事例を紹介する。

10:50～11:10
（20分）

発 表 ⑥ いろんな工夫（省力化）で安全確保
�―ICT建設機械などの省力化工法の採用により災害リスク低減を図る―
�㈱奥村組　西日本支社　関西建築第1部　GLP枚方Ⅲ物流施設工事所　工事所長　�石橋 忠夫

大規模物流倉庫を建設するにあたり、4つの省力化工法を採用し安全性の向上を目指した。 
現場サイトPCa、昇降式足場、ICT建設機械、フェローデッキのユニット化について紹介し、 
各工法による安全性向上の効果を報告する。

11:10～11:30
（20分）

発 表 ⑦ 築80年の高材令コンクリート建物の安全な解体について
�㈱本間組　建築事業本部　建築部　工事課　古町通7番町地区第一種市街地再開発事業作業所長　�古澤 聡

火災を受けた築80年の脆い建物を中心市街地にて解体するにあたり、倒壊防止や環境に配慮し
た工法・工夫等について報告する。適切な解体計画や建物の状態に応じた作業手順等を常時追
求し、関係者全員が緊張感をもって取り組むことで、無事故無災害で工事を終えることができた。

11:30～11:50
（20分）

発 表 ⑧ 快適職場づくりによる作業所の安全衛生管理活動
� 大成建設㈱　関東支店　建築部　課長代理　�森嶌 啓介

建設業界は深刻な人手不足に直面しています。これは「3K」に集約される、建設業界への良く
ない印象によって敬遠されていることに一因があります。
この論文では快適な職場づくりを推進することによって、所謂にわか作業員ではなく優秀な人材
を確保できた事例を紹介します。

建築部会 　福岡国際会議場 3階 メインホール
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11:50～12:50
昼 休
DVD上映
（予定）

「災害事例研究編　死亡災害等再現アニメ2」	 提供：大成建設㈱
「いまさら聞けない 作業手順ってなあに？」	 提供：㈱森組
「正しく使おう フルハーネス型安全帯」	 建設業労働災害防止協会

12:50～13:10
（20分）

発 表 ⑨ 安全や環境を守り、作業間のハザマを無くす‥『LSDF』で災害防止!
�―LSDFチームの活動を通じて、作業間の『ハザマ』への対応と現場の秩序作りを実践―
� 鹿島建設㈱　中部支店　ラグーナベイコート倶楽部工事事務所　所長　�室田 純
『LSDF』とはLaguna Self-Defense Forceの略で、いわば専門業者間の公平性と現場秩序
を確保する自衛組織である。活動チームがどのように誕生し、現場における『ハザマ』を解消し、
安全・環境を確保していったか、活動内容と効果について報告する。

13:10～13:30
（20分）

発 表 ⑩ 「見える化」から「魅せる化」へ
� ―習慣という行動改革が安全・品質、そして建設の未来を変える―
� 矢作建設工業㈱　土木・建築事業本部　安全環境部　部長　�紀伊 保

建設業は、いまだかつてない労働人口の減少と情報化社会の進展から、新たな局面に立たさ
れている。ここでは、若者の職業観と名工の誇りをリンクさせ、現場の活気と妥協なき安全管
理の復活を目指した、現場の「見える化」ならぬ「魅せる化」の施策を紹介する。

13:30～13:50
（20分）

発 表 ⑪ 空港施設の「使いながら」改修工事
� ―セキュリティと利用者の安全・安心の確保―
� 清水建設㈱　北海道支店　建築部　工事長　�中島 満

1日の平均乗降利用客が5万4千人に上る北海道の玄関口、新千歳空港国内線ターミナルビルにおい
て、施設レイアウト再配置のための「使いながら改修工事」を、41ヶ月の長きにわたり行なった。
空港の「セキュリティ」と「利用者の安全・安心」の確保のために行った取り組みの数 を々ここに紹介する。

13:50～14:00 休 憩

14:00～14:20
（20分）

講 話 「福岡労働局・第13次労働災害防止計画」の
� 概要及び福岡の建設事情と災害防止対策について
� 厚生労働省　福岡労働局　労働基準部　安全課長　�小野 裕己

労働災害を減少させ、安心して健康に働くことのできる職場の実現に向け、平成30年度から
5年間にわたる「福岡労働局第13次労働災害防止計画」を策定し、労働災害防止対策を推進
している。当該計画の概要及び福岡の建設事情と災害防止対策について説明する。

14:20～14:40
（20分）

発 表 ⑫ 県市立一体型図書館における次世代への活動
� ―建設業の発展と将来を見据えた活動―
� 戸田建設㈱　九州支店　建築工事部工事1室　作業所長　�山迫 弘嗣

近年建設業では、人材不足・安全性向上・生産性向上・女性の活躍・ICT化と、様々な対応が
求められています。これらの課題に対して今回、厚生労働省、長崎県、大村市と一体になり、
次世代の建設業における方向性と魅力の向上に取り組んだ活動を紹介するものです。

14:40～14:45 閉会挨拶 � 前田建設工業㈱　九州支店　安全環境部　部長　�水上 秀樹
14:45～15:00 休憩・移動

パネルディスカッション 「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス  建設安全の新たな潮流を探る」※

15:00～17:00
（120分）

� 芝浦工業大学　建築学部　建築学科　教授　�蟹澤 宏剛
� 立命館大学　理工学部　教授　�建山 和由
�東邦大学　産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉）　センター長・教授　�小山 文彦
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇
� 建設業労働災害防止協会　専務理事　�田中 正晴

司　　会：� 建設業労働災害防止協会　技術管理部長　�本山 謙治
※パネルディスカッションは安全衛生教育部会会場（福岡サンパレス 大ホール）で行います。
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8:30～ 開 場

8:50～9:00 開会挨拶 � 部会長　鹿島建設㈱　安全環境部長　�本多 敦郎
9:00～9:20

（20分）
発 表 ① 自然環境保全に配慮した造成工事の災害防止対策

� ―国立公園隣接エリアにおける希少動植物の生態系保護に向けて―
� 飛島建設㈱　九州支店　土木部　土木施工G部長　�有須田 富雄

鹿児島県奄美大島の国立公園隣接エリアにおいて、自然環境保全に配慮した造成工事を施工
した際の災害防止対策事例を紹介する。内容は、希少動植物の生態系保護対策、地域住民と
のコミュニケーション対策、計画段階より漏れのないリスク抽出及び安全対策事例等である。

9:20～9:40
（20分）

発 表 ② 坑内作業員を災害と疾病から守れ
� ―トンネル工事特有の災害撲滅への取り組み―
� ㈱大林組　名古屋支店　三遠東栄トンネル工事事務所　所長　�黒川 尚義

工事の安全確保のためには、適切な作業計画・手順の作成・周知・履行が大前提であるが、人が作
業する以上、作業員の熟練度・経験値も必須である。本論文では、これまで熟練度・経験値に頼っ
ていた部分を、機械や材料を工夫することで改善し、災害防止に取り組んだ事例について紹介する。

9:40～10:00
（20分）

発 表 ③ 地下鉄工事における安全意識向上に向けた取り組み
� ―ソフト面での取り組みとハード面での安全対策―
�大成建設㈱　九州支店　福岡市地下鉄七隈線（仮称）工区建設工事作業所　作業所長　�五藤 博之

市街地での土木工事では、災害がもたらす影響は非常に大きく、作業員一人一人の安全意識
の向上とヒューマンエラー防止のための安全対策が最大のテーマとなっている。そこで当作業
所で行ってきた日々の安全意識向上に向けた取り組みと安全対策について紹介する。

10:00～10:20
（20分）

発 表 ④ 国内最多のクルーズ船寄航数を誇る博多港でのジャケット工法による
� 岸壁延伸工事における安全管理
�―墜落・転落災害、重機・クレーン災害、および第三者災害防止について―
� 五洋建設㈱　九州支店　土木部　工事主任　�寺澤 真

アジアのゲートウェイとして、多数のクルーズ船の寄港需要に応えるため、クルーズセンターの
ある博多中央ふ頭岸壁を330m延伸する工事。隣接岸壁へのクルーズ船の離着岸や多くの
定期船が航行する中、早期に安全に施工するため導入した工法や工夫について紹介する。

10:20～10:30 休 憩

10:30～10:50
（20分）

発 表 ⑤ 所長の熱い思いを込めた安全見える化で作業所全体のレベルアップ
� ―新幹線高架橋現場における安全管理の取り組みについて―
� 鉄建建設㈱　大阪支店　JV梯川作業所　副所長　�中谷 真也

工事延長が2.9km、関係者450人強/日の北陸新幹線（金沢〜敦賀間）高架現場において、
所長の熱い思いの込もった安全の見える化などを、「やりたいではなくやる」、「何事も思いを形
に」の気持ちで「凡事徹底」行い、安全に進めています。

10:50～11:10
（20分）

発 表 ⑥ 重機との接触による死亡災害の発生を受けて
� ―重機災害撲滅への取組み―
� 愛知産業㈱　土木部　土木部長　�池戸 直行

重機による死亡災害の発生を受け、自社・協力業者全体での再発防止対策と、機械等への
安全設備の導入及び、重機運転者、作業員、誘導員への教育・周知方法などの重機災害撲滅
への取組みを紹介する。

11:10～11:30
（20分）

発 表 ⑦ 既設水門の耐震対策工事における第三者に対する安全対策
� ―水門通行船舶及び管理橋通行者に対する配慮―
� 東亜建設工業㈱　東京支店　理事　土木部　部長　�星野 勝明

芝川水門は公園に隣接するため、日頃より散歩やサイクリングをする多くの人々が通行し、
また、水門上流にあるマリーナの唯一の航路となっている。水門の耐震対策工事にあたり、
管理橋を通行する歩行者及び通航船舶に対して行った様々な安全対策について報告する。

11:30～11:50
（20分）

講 話 建設産業行政の現状と取組
� 国土交通省　土地・建設産業局　建設業課　企画専門官　�田中 圭介

改正労働基準法が施行され、建設業においても、2024年から、時間外労働の上限規制が適用
されることとなっている。国土交通省としても、これに先んじて建設業における働き方改革を進め
るべく、様 な々取組を進めて来た。本日は、こうした建設業の現状や政府の取組について紹介する。

土木部会 　福岡国際会議場 5階 国際会議室



7

11:50～12:50
昼 休
DVD上映
（予定）

「建設業へ、ようこそ」	 提供：鹿島建設㈱
「いまさら聞けない ヒューマンエラーってなあに？」	 提供：㈱森組

12:50～13:10
（20分）

発 表 ⑧ 全員参加型の安全施工サイクルの確立
� ―現場の心を育てる!気付きの精神―
� ㈱フジタ　土木エンジニアリングセンター　設計技術部　次長　�小林 健

菰
こも

野
の

工事は切盛土工主体の高速道路本線及びインターチェンジを築造する工事であり、特徴と
して、工事延長6kmの長大な施工エリア、付帯工事も含め多種多様な工種による施工であった。
当作業所は人の行動に着目した全員参加型の安全管理を遂行し、169万時間無災害を達成した。

13:10～13:30
（20分）

発 表 ⑨ 山岳トンネル工事における切羽肌落ち災害の防止施策
� 前田建設工業㈱　中部支店　山県トンネル作業所　所長　�鈴木 敏之

平成27年度東海環状岐阜山県トンネル工事において、トンネル工事特有の災害である「切羽
肌落ち災害」の防止について取り組んだ事例を紹介するものである。

13:30～13:50
（20分）

発 表 ⑩ 安全性をより高めた工法による橋梁の施工について
� ―U桁リフティング工法による高所作業の最小限化―
� 三井住友建設㈱　東京土木支店　新東名伊勢原作業所　作業所長　�木村 裕史

新東名高速道路、厚木南IC〜伊勢原北IC間の高架橋の新設工事のうち、PC14径間連続プ
レキャストU型コンポ橋（橋長581m、14径間）の施工において、現場内で製作したU桁を運
搬架設することによって、高所作業を最小限とし墜落転落災害撲滅に寄与したものである。

13:50～14:00 休 憩

14:00～14:20
（20分）

発 表 ⑪ 狭
きょう

隘
あ い

な都市部における鉄道高架橋工事のICTを活用した安全管理への取組み
� ―京都線・千里線淡路駅周辺連続立体交差工事（第4工区）―
� 鹿島建設㈱　関西支店　阪急淡路JV工事事務所　工事課長　�森口 智聡

本事業は大阪市の阪急電鉄京都線及び千里線が交差する淡路駅を中心とした連続立体交差工事（約
7.1km）であり、当工区の施工範囲は、京都線は淡路駅付近320m、千里線はJR東海道新幹線交差部
付近680mの計960mである。今回は、当工区におけるICTを活用した安全管理の取組みを紹介する。

14:20～14:40
（20分）

発 表 ⑫ 拡張される福岡空港内における建設工事の安全管理
� ―航空機安全運航を最優先とした安全衛生管理活動―
� ㈱熊谷組　九州支店　土木部　福岡給油作業所　作業所副所長　�屋敷 龍佑

供用中の福岡空港を拡張する工事であるため、航空機運航を最優先しなければならない。
制限区域内でのクレーン使用等の多種多様な制約の中、いかに航空機の安全運航を守り、
かつ工事を安全に、円滑に進めるため、様々な安全衛生活動に取り組んだ。

14:40～14:45 閉会挨拶 � 鉄建建設㈱　九州支店　安全品質環境部長　�渕 二和
14:45～15:00 休憩・移動

パネルディスカッション 「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス  建設安全の新たな潮流を探る」※

15:00～17:00
（120分）

� 芝浦工業大学　建築学部　建築学科　教授　�蟹澤 宏剛
� 立命館大学　理工学部　教授　�建山 和由
�東邦大学　産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉）　センター長・教授　�小山 文彦
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇
� 建設業労働災害防止協会　専務理事　�田中 正晴

司　　会：� 建設業労働災害防止協会　技術管理部長　�本山 謙治
※パネルディスカッションは安全衛生教育部会会場（福岡サンパレス 大ホール）で行います。
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8:30～ 開 場

8:50～9:00 開会挨拶 � 部会長　清水建設㈱　安全環境本部　本部長　�伊藤 勝啓
9:00～9:20

（20分）
講 話 外国人労働者に対する安全衛生教育について

�厚生労働省　労働基準局　安全衛生部　安全課　建設安全対策室長　�佐々木 邦臣
本年4月に新たな在留資格である「特定技能」が創設され、建設業においても、今後、外国人
労働者が増加することが見込まれている。本講話では、外国人労働者を使用する事業場にお
いて安全衛生教育を行う上での留意点や活用できる教材等について紹介する。

9:20～9:40
（20分）

発 表 ① 安全衛生管理情報をイラストや写真で分かり易く
� ―法令や安全衛生の管理ポイントを週報として発信―
� 清水建設㈱　九州支店　安全環境部　安全グループ　主任　�泉 健史

非集合型の安全衛生教育の一貫として、苦手意識が高い労働安全衛生法や規則等を現場に携わる全員
に理解してもらう、短時間で簡潔に。最新の安全設備や情報をいち早く届け活用してもらう、バックアップも
含めて。毎週金曜日の夕方には更新して月曜日の朝には全員に伝わるよう始めた安全環境週報を紹介する。

9:40～10:00
（20分）

発 表 ② 原子力発電所再稼働に向けた災害防止活動について
� ―若手社員中心の災害防止活動―
� 鹿島建設㈱　東北支店　女川原子力発電所建築工事事務所　次長　�福原 隆司

2011年の震災以降、女川原子力発電所再稼働に向けた新規制対策工事は非常に厳しい施
工条件であった。その中で日常的に取り組んでいる基本に立ち返った安全対策であり、全ての
建設現場でも比較的容易に取り組み可能なものを紹介する。

10:00～10:20
（20分）

発 表 ③ 正しい技術伝承への取組み　―『仕事は見て覚える』―
� ㈱光南　専務取締役　�江草 圭

建設業の労働災害が思うように減少しないのは、担い手不足、高齢化の影響により正しい技
術の伝承が出来ていないためであると捉え、労働災害の撲滅に向けた弊社なりの技術伝承活
動を紹介する。

10:20～10:30 休 憩

10:30～10:50
（20分）

発 表 ④ 社員主導型「危険回避プロジェクト」7年間の取組み
� ―メタンガス爆発事故を乗り越え、自分の安全は自分で作る―
	 ㈱流機エンジニアリング　代表取締役社長　� �西村 司
	 ㈱流機エンジニアリング　危険回避プロジェクト　リーダー　��松本 行雄

2012年5月、トンネル爆発事故を受けて、社員主導の「危険回避プロジェクト」を立ち上げた。
安全は待っていて与えられるものではなく、知識をもって自ら作り上げなくてはならない。事故
を乗り越え、全社員の安全と全業務のリスク回避を目指し、活動を続けている。

10:50～11:10
（20分）

発 表 ⑤ ICTを活用した日常の安全衛生管理
� ―VRによる危険の見える化及びダンドールシステムによる業務改善―
� 大成建設㈱　東北支店　建築部　工事主任　�若林 和貴

昨今、建築業界は人材不足と言われている中、ICTの活用による現場の少人化対策が行われている。
本論文では、実際に私たちの施工する現場で行った『VRによる危険の見える化』と『ダンドールシス
テムによる業務改善』の2点についての成果を紹介する。

11:10～11:30
（20分）

発 表 ⑥ 現場の実情に即した安全管理の実施と業務の効率化
� ―建設現場における安全管理事例―
�前田建設工業㈱　中部支店　ヤマザキマザックいなべ作業所　作業所長　�望月 章弘

大空間の巨大工場を短工期で、安全に効率良く工事を進めるために、現場の実情に即した安
全管理の方法と、ICTを利用することにより、業務の効率化を行った事例を紹介する。

11:30～11:50
（20分）

発 表 ⑦ 外国人技能実習生の安全・安心を目指して
� ―我が社のベトナム委員会―
� 橋爪建設㈱　経理部　�ファム ティ ハイン

日本の建設業における労働力不足の担い手として、増加しつつある建設技能実習生や外国人
労働者が、日本の文化、習慣の相互理解を深めて、安全・安心・快適に働けるように労働環境、
生活環境の改善をサポートする鳶工事専門業者の取り組み。

安全衛生教育部会　福岡サンパレス 大ホール
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11:50～12:50
昼 休
DVD上映
（予定）

「阿蘇大橋地区斜面防災対策工事 熊谷組の無人化施工技術」	 提供：㈱熊谷組
「いまさら聞けない 作業手順ってなあに？」	 提供：㈱森組
「安心安全な足場づくり」	 建設業労働災害防止協会

12:50～13:10
（20分）

発 表 ⑧ 言葉の壁を越えた、災害ゼロへの取り組み
� ―ベトナム人技能実習生向けの安全衛生教育の実施―
� 三機工業㈱　安全衛生品質環境推進室　安全衛生管理部　主任　�東 浩之

災害防止のため作業員に対する安全衛生教育の実施が求められているが、弊社では協力会社が受け入れた外国
人技能実習生対象の特別教育を実施している。
言葉の壁を越えて教育を進めるため通訳や翻訳資料の配付による、外国人受講生に対する教育方法を紹介する。

13:10～13:30
（20分）

発 表 ⑨ 進化する活きた「KY活動」の実践　―東急建設KYのすすめ
4 4 4 4 4 4

―
	東急建設㈱　安全環境本部　安全環境部　安全グループ　安全専門部長　��玉井 強
	東急建設㈱　安全環境本部　安全環境部　安全グループ　� �井上 佳玲
当社は、KY活動の原点回帰を目指し、「東急建設KYのすすめ

4 4 4 4 4 4

」をリーフレット化し、社内展
開を図った。これらは、KY活動の手順をイラスト等により「見える化」を図り、職方自身が作
業に潜む「危険を考え、危険に気づく」ためのヒントを提供するものである。

13:30～13:50
（20分）

発 表 ⑩ 三現主義を取り入れた安全意識向上と安全への動機付け教育研修
� ―若手技術者の現場力向上を目指して―
� 五洋建設㈱　安全品質環境本部　安全品質環境部　担当部長　�長野 卓

若手技術者に対する「安全意識向上と安全への動機付け」は、現場に近い現実性がなければ
定着しないとの考えから、自らが実演、体感する“現場に出向いて、現物に触れ、現実を捉える

（三現主義）”をできるだけ取り入れた教育研修を行った。

13:50～14:00 休 憩

14:00～14:20
（20分）

発 表 ⑪ 外国人労働者による災害撲滅に向けて
� ―現場実践型のオリジナル安全教育―
� 大東建託㈱　安全管理部　課長　�大河原 宗宏

近年、外国人技能実習生の受け入れ数が増加しており、併せて労働災害の発生についても増
加傾向にある。当社では、実際の現場に近づけた状況下で独自の教育をおこない、現場作業
を円滑にして災害リスクの軽減を図る。

14:20～14:40
（20分）

発 表 ⑫ コミュニケーションアップによりヒューマンエラー防止!
� ―作業員一人一人まで行き渡った安全意識向上―
� 清水建設㈱　関東支店　栃木営業所　副所長　�有田 英智

駅前・大型・長期の工事現場では全作業員の不安全行動を防止することは極めて困難である
が、当現場では職長会を中心に全員参加型の活動を自主的・能動的に展開でき、全工期無事
故無災害を達成した。なぜ自主的・能動的になったのか。ここではその諸活動を紹介する。

14:40～14:45 閉会挨拶 � ㈱鴻池組　九州支店　安全環境部長　�荒砂 厚司
14:45～15:00 休 憩

パネルディスカッション 「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス  建設安全の新たな潮流を探る」

15:00～17:00
（120分）

� 芝浦工業大学　建築学部　建築学科　教授　�蟹澤 宏剛
� 立命館大学　理工学部　教授　�建山 和由
�東邦大学　産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉）　センター長・教授　�小山 文彦
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇
� 建設業労働災害防止協会　専務理事　�田中 正晴

司　　会：� 建設業労働災害防止協会　技術管理部長　�本山 謙治
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8:30～ 開 場
8:50～9:00 開会挨拶 �部会長　大和ハウス工業㈱　副理事　技術本部　安全管理部　部長　�𠮷田 伸司
9:00～9:20

（20分）
発 表 ① 建設現場における『声かけ運動』の取り組み

� ―風通しの良い現場作りでヒューマンエラー撲滅への挑戦―
� 大東建託㈱　安全管理部　次長　�増子 英貴

設備不備に起因する労働災害が減少傾向にある中、ヒューマンエラーに起因する労働災害が
毎年のように発生している。当社では、『声かけ運動』を全社で展開し、コミュニケーションを
活性化させヒューマンエラーによる災害発生の撲滅を図る。

9:20～9:40
（20分）

発 表 ② 真夏の現場環境の『快適さ』って何だろう？
�―元請と職人さんの認識のギャップを検証し、より効果的な熱中症対策へ―
� 東急建設㈱　木造建築事業部　建築部　作業所担当　�細野 り加

真夏の戸建住宅現場でミストの設置を考え、職人さんに提案したところ「不要」との回答。
もしかしたら元請と職人が求める現場の『快適さ』にギャップ？
そこで現場の声を効果のある熱中症対策、より快適な職場環境づくりに反映させるための検証を実施した。

9:40～10:00
（20分）

発 表 ③ 社内講師による安全衛生教育　―効果的な安全衛生教育について―
� 住友林業緑化㈱　安全環境推進部長　�笠井 明彦

労働災害は、現場に従事している労働者が遭遇する。その労働者の意識及び行動によって労
働災害の撲滅はできる。社内講師が、労働者に教育をすることは、労働者の生の意見を聞く
場ともなり、その意見を安全衛生教育に反映することは効果のある安全衛生教育となる。

10:00～10:20
（20分）

発 表 ④ 女性活躍推進から見る住宅建築現場の「働き方改革」
� ―じゅうたく小町によるキャリア・アンケートから見える課題―
�全国低層住宅労務安全協議会「じゅうたく小町部会」　キャリア班　副部会長　�茂木 早紀
� （住友林業㈱）
「じゅうたく小町」は、住宅建築に携わる女性技術者などで構成されています。私たちが日 の々仕事や「じゅ
うたく小町」の活動の中で感じた働き方への課題を、アンケートを実施することで分析・検証しました。
新たな視点での「働き方改革」を提案します。

10:20～10:30 休 憩

10:30～10:50
（20分）

発 表 ⑤ スマートデバイスを活用した安全管理体制の構築
� ―安全管理アプリの開発―
� 積水ハウス㈱　施工部　品質安全推進室　主任　�河﨑 大樹

スマートフォンを活用した安全管理アプリを開発しました。関係者間で早く正確な情報伝達
が可能となり、より安全な現場の構築を目指します。また、全社的なデータの蓄積と共有によ
りPDCAを効果的に回し、安全管理体制の効率化と精度向上を図ります。

10:50～11:10
（20分）

発 表 ⑥ 移動現場事務所による業務の効率化
� ―移動現場事務所で働き方改革―
� 大和ハウス工業㈱　技術本部　安全管理部　部長　�井口 努

移動現場事務所とは工事担当者が車両内で事務処理や打合せができる「移動現場事務所」で
す。狭小地の現場事務所として利用でき、遠方現場の工事担当者が出先で業務を行い、事務処
理のために会社に戻る時間を削減できます。直行・直帰による作業効率と労働時間の短縮に向
け、まずは複数の現場を持つ住宅の工事担当者に導入し業務の効率化に取り組んでいます。

11:10～11:30
（20分）

発 表 ⑦ リアルタイムコミュニケーションによる現場の働き方改革
� ―IoT活用で建設現場における作業管理効率化―
� ㈱キッズウェイ　技術部　マーケティング係　�栁澤 大輔

兼任や複数現場管理者の悩みに応える働き方改革ツールを紹介。
現場の課題をIoT技術で解決!

11:30～11:50
（20分）

発 表 ⑧ ユニバーサル安全ビデオ「言語不要の安全教育」
� ―外国人労働者及び未熟練作業員の為に―
� 大阪住宅安全衛生協議会　�川内 柾毅
� （㈱プラネックス）
年々増加傾向にある外国人労働者や未熟練作業員の安全教材として言語不要のユニバーサ
ル安全教育ビデオを制作いたしました。見るだけで不安全が理解しやすい教材として本教材
が完成するまでの経緯と今後の展開も含めて紹介させて頂きます。

低層住宅部会 　福岡国際会議場 5階 502 - 503
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11:50～12:50
昼 休
DVD上映
（予定）

「いまさら聞けない ヒューマンエラーってなあに？」	 提供：㈱森組
「正しく使おう フルハーネス型安全帯」	 建設業労働災害防止協会

12:50～13:10
（20分）

発 表 ⑨ 建て方作業手順の中での小屋組み上部への昇降設備の改善
� ―安全な小屋組作業手順、設備の確保―
� 大和ハウス工業㈱協力会連合会　愛知支部　名古屋支社協力会　�加藤 正臣
� （㈱加藤住建）

建方工事時の高所作業において多発している墜落・転落災害を防止するために、特に災害の
発生する可能性が高い小屋組み上部における作業に関して、作業のための昇降手順を明確
にするべく、対策の立案と検証を行った。

13:10～13:30
（20分）

発 表 ⑩ T字体幹理論の実践と3点支持
� ―転倒・転落予防の安全な作業姿勢―
� 全国低層住宅労務安全協議会　広報室長　�中村 尚生

身体の両肩を水平線で結び、臍（身体の重心）からその水平線に垂線を引くとT字ができる。その身
体のT字が左右に傾くと転倒が始まる。それを防ぐのが両足と安全靴の使い方である。また身体の前
後の転倒を防ぐのが片手の支持である。本論文は両足と片手の使い方の理論を推奨したものである。

13:30～13:50
（20分）

発 表 ⑪ 安全への意識と行動改善に最新の技術を活用
� ―不安全行動ゼロへの取組み―
	 ㈱ダイサン　執行役員　中国東エリア・中国西エリア統括　� �林 岳士
	 ㈱ダイサン　中国東エリア福山サービスセンター営業課　チーフ　���濱野 和也

セイフティーファーストの考え方の基、不安全行動ゼロで事故ゼロを目標に、安全意識と行動を高めるべく、
SNSを活用した安全意識の啓発、安全パトロールなどアプリの活用、車両機器ソフトの搭載、新たな部材パレッ
トの活用、簡易型現場管理カメラによる監視など最新の技術を取り入れ、さらなる安全性と効率性を追求する。

13:50～14:00 休 憩
14:00～14:20

（20分）
発 表 ⑫ 自然災害時の復興事業における安全対策

� ―平成30年 西日本豪雨災害での熱中症対策―
� 大和ハウス工業㈱　技術本部　安全管理部（広島駐在）　次長　�加藤 昭公
� （埼玉駐在）　次長　��丸山 暢行

平成30年7月に西日本地区を中心に甚大な被害をもたらした豪雨災害。その後の各救援・支援活動は
猛暑の中で過酷な作業となりました。当社として行った災害直後の清掃支援活動や8月に入って実施
した応急仮設住宅の建設工事時における熱中症対策を中心に労働災害防止対策を紹介いたします。

14:20～14:40
（20分）

発 表 ⑬ 安全管理士は、建設事業者の安全管理活動を支援いたします!
� 建設業労働災害防止協会　技術管理部　福岡県支部駐在安全管理士　�江藤 宏嗣

建災防では、建設事業者の安全管理活動を支援するため、全国主要都市に安全管理士を配
置しています。九州・沖縄地域には福岡県及び鹿児島県支部に駐在しており、皆様方の建設
現場等の安全衛生水準向上のため、現場指導、テーマに合わせた講演、安全衛生管理活動
に関する相談をお受けしています。是非、安全管理士による個別・集団指導を活用ください。

14:40～14:45 閉会挨拶 �大和ハウス工業㈱　技術本部　安全管理部（福岡駐在）　九州地区担当次長　�柏木 健一
14:45～15:00 休憩・移動

パネルディスカッション 「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス  建設安全の新たな潮流を探る」※

15:00～17:00
（120分）

� 芝浦工業大学　建築学部　建築学科　教授　�蟹澤 宏剛
� 立命館大学　理工学部　教授　�建山 和由
�東邦大学　産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉）　センター長・教授　�小山 文彦
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇
� 建設業労働災害防止協会　専務理事　�田中 正晴

司　　会：� 建設業労働災害防止協会　技術管理部長　�本山 謙治
※パネルディスカッションは安全衛生教育部会会場（福岡サンパレス 大ホール）で行います。
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メンタルヘルス部会　福岡サンパレス 2階パレスルーム

� 部会総合司会　建設労務安全研究会　事務局長　�宮澤 政裕
8:30～ 開 場
8:50～9:00 開会挨拶 � 部会顧問　東急ジオックス㈱　代表取締役社長　�諏訪 嘉彦
9:00〜9:30

（30分）
事例発表① 低層住宅現場におけるメンタルヘルス対策について

� ―安全大会を通じてのストレスチェック展開―
� 大和ハウス工業南関東地区協力会　安全衛生環境部会長　�天野 一也
� （㈲アマノ）

現場毎のメンタルヘルス対策が困難な低層住宅現場について、協力会と各事業所が協力して
ストレスチェックを実施し、作業員が抱えるストレスの実態を把握するとともに事業所毎に改
善策を策定の上、実施することで職場環境改善を進め、ストレス低減を実現した。

9:30〜10:00
（30分）

事例発表② 見えない 心
ストレス

の見える化
� ―健康KYと無記名ストレスチェックを浸透させるために― 
� ㈱松本組　常務取締役　�坪谷 広之

健康KY・無記名ストレスチェックを導入し3年が経過しました。小規模事業所が、健康KY・無記
名ストレスチェックを運用するための「まつもとぐみ」事例を発表します。「ワンストップ」での無記
名ストレスチェックによる職場環境改善や健康KY・無記名ストレスチェックとヒューマンエラーを
関連付けた健康安全活動について、少人数だからできる運用とその定着を提案いたします。

10:00〜10:30
（30分）

事例発表③ 働き方改革と職長会活動を通した現場管理
� ―魅力ある建設業を目指して―
�前田建設工業㈱　九州支店　天神プロジェクト作業所　統括作業所長　�塚本 修史
『魅力ある建設業』を目指し、【全工期4週6閉所】と【職長会活動の活性化】の二本柱の目標
を掲げて活動を進めました。
ICT化への積極的な取組みによる業務効率の向上、また九大建築絆会（職長会）を推進し、
モチベーションアップや技術の伝承に繋がった事例です。

10:30〜11:00
（30分）

事例発表④ 働き方改革の実践－能力を発揮出来る環境作り
� ―『仕事をしない』が安全のカギ:情報共有で『正しさ』の追求―
� 清水建設㈱　東京支店　春日・後楽園駅前再開発建設所　建設所長　�飯塚 実

全員の意識統一が『正しい伝達』の追求に欠かせない。気持ちよく仕事ができる作業所であれ
ば、能力を100％発揮し、施主にとって良い建物を引渡せ、社会貢献へと繋がる。計画を立
て正しい伝達をすることで、無駄を排し業務効率が改善する。この取組事例を紹介する。

11:00〜11:30
（30分）

事例発表⑤ 人財確保は『教育」から、そして『健康経営』へ
� ―サブコンから働き方改革へのメッセージ―
	東急ジオックス㈱　事業部　施工管理課　課長代理　� �古木 裕明
	東急ジオックス㈱　経営管理部　働き方改革推進プロジェクトチーム　サブリーダー　� ��蜂須賀 和子

当社では、建材商社に加えサブコン機能拡充を目指し、施工管理社員の人材育成に取り組ん
でいます。具体的には主任技術者・安全衛生講習を実施し、能力向上を図るとともに働き方
改革、メンタルヘルス対策等、生き生きと働ける職場環境作りを推進しています。

11:30〜12:00
（30分）

事例発表⑥ 産業医直伝!明日から使えるメンタルヘルス入門講座
� ―こんなときどうする？実務的なノウハウを紹介します―
�㈱熊谷組　管理本部　人事総務部　人事G　健康推進室　統括産業医　�小橋 正樹
「メンタルヘルスの問題に苦慮している」という声が多く聞かれる。しかし、基本となる考え方
を知れば、メンタルヘルスにおける対応は決して難しいものではない。そこで今回、日 メ々ンタ
ルヘルスと向き合っている産業医ならではの実務的なノウハウを紹介する。

12:00～12:50
昼 休
DVD上映
（予定）

「鹿島スマート生産ビジョン」	 提供：鹿島建設㈱
「災害事例研究編　死亡災害等再現アニメ2」	 提供：大成建設㈱
「建設業に従事する職長・安全衛生責任者能力向上教育」	 建設業労働災害防止協会

12:50〜13:30
（40分）

講 話 建設業における安全対策とヒューマンファクター
� ―レジリエンス力に着目して―
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇

ヒューマンファクターの観点からの安全対策を概説する。しかし昨今のような多様化する作業
員が働く現場や組織やシステムが複雑化する現場では、これまでのような視点からの対策だ
けでは限界がある。そこでここでは、レジリエンス力に着目した、安全対策の新たな視点につ
いても紹介する。
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13:30～14:00
（30分）

事例発表⑦ 建設現場でのレジリエンス力の向上
� ―弾力力・臨機応変な対応を高めるために―
� 鉄建建設㈱　安全推進室　安全品質環境部長　�細谷 浩昭

安全とは何か。
再発防止の安全管理から未然防止の安全管理とは。
負の側面に着目した対策から正の側面に着目した対策とは。
レジリエンス・エンジニアリングの考え方を踏まえた新しい安全衛生管理の考え方。
建設業における安全状態を維持するために必要な能力・人間力を高めるためには、どのように
したら良いか、実例等を示しながら参考にしていただきたいことを説明しています。

14:00～14:30
（30分）

事例発表⑧ 元請けと協力会社が一体となってメンタルヘルス対策を推進!
―建災防方式健康KY・無記名ストレスチェックの活用と
� 協力会社のメンタルヘルス推進担当者の養成―
	 村本建設㈱　大阪支店　安全環境部　安全環境部長　��岡田 充弘
	 村本建設㈱　パートナーシップ推進室　室長　� ��竹下 直史

現場の統括管理の中で、メンタルヘルスと職場環境改善対策としての「建災防方式健康KY
及び無記名ストレスチェック」を推し進めると同時に、協力会社のメンタルヘルス推進担当者
養成を行い、人に寄り添い、良好な人間関係の中で、安全安心な職場づくりを目指した。

14:30～14:40 閉 会 挨 拶 � 部会顧問　東急ジオックス㈱　代表取締役社長　�諏訪 嘉彦
14:40～15:00 休 憩・移 動

パネルディスカッション 「働き方改革とICT、メンタル、レジリエンス  建設安全の新たな潮流を探る」※

15:00～17:00
（120分）

� 芝浦工業大学　建築学部　建築学科　教授　�蟹澤 宏剛
� 立命館大学　理工学部　教授　�建山 和由
�東邦大学　産業精神保健・職場復帰支援センター（佐倉）　センター長・教授　�小山 文彦
� 日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　�鳥居塚 崇
� 建設業労働災害防止協会　専務理事　�田中 正晴

司　　会：� 建設業労働災害防止協会　技術管理部長　�本山 謙治
※パネルディスカッションは安全衛生教育部会会場（福岡サンパレス 大ホール）で行います。

安全衛生保護具・測定機器・安全標識等 展示会
（福岡国際会議場1階・2階）の各ブースをまわり、
スタンプを5個集めて、ドリンクをもらおう!
［開催場所］ …………………………………………………………………………………
福岡国際会議場

［参加方法］ …………………………………………………………………………………………………
大会当日受付でお渡しする大会資料袋の中に入っているアンケート用紙などの裏面スタンプラリー台
紙に各展示ブースをまわり、スタンプを押してもらいます。 ５個集まったら、「スタンプラリーコーナー」
へお越しください。飲み物（ペットボトル）と引き換えることができます。詳しくは18頁をご覧ください。
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8:30～ 開 場
8:50～9:00 開会挨拶 � 部会顧問　㈱熊谷組　安全品質環境本部副本部長兼安全推進部長　�八木 幹夫
9:00～9:20

（20分）
発 表 ① 労働安全衛生マネジメントシステムに法った安全衛生管理活動

� ―土木安全の3原則―
� 大成建設㈱　関東支店　課長　�藤岡 英之

大成建設㈱では、労働安全衛生マネジメントシステムを活用し、PDCAサイクルを連続的かつ
継続的に実行してきています。本稿では、同システムに法り工事における日常の安全衛生管
理活動に大きな効果を得られていることと確信している事柄の報告を行います。

9:20～10:00
（40分）

発 表 ② コンパクトコスモスについて
� ―ニューコスモスとコンパクトコスモスの関係―
� 建設業労働災害防止協会　技術管理部　調査役　�皆島 浩二

建災防は中小規模建設事業場の労働災害減少を図るために、ニューコスモスの基本的事項
を維持し、中小規模建設事業場の運用上の負担の軽減を図ったコンパクトコスモスを開発し
ました。本発表は、開発の背景及びその概要について説明します。

10:00～10:20
（20分）

発 表 ③ ニューコスモスの導入と運用について
� 中村土建㈱　管理室　常務取締役　�髙林 勇二

コスモスを構築して10年以上経過し、経営理念に合致した、安全、安心な職場環境づくりに
向けて、ニューコスモスの導入を進め、認定に至りました。
このシステムの導入から認定に至るまでの取り組みについて紹介します。

10:20～10:25 閉会挨拶 � 建設業労働災害防止協会　技術管理部　コスモスセンター長　�藤丘 育生

コスモス部会　福岡国際会議場 4階 409 - 410

　コスモス部会では、昨年改訂したニューコスモスに対応した労働者50人未満程度の中小規模建設事
業場のシステム実施運用の負担を軽減したコンパクトコスモスの解説やリスクアセスメントによる
様々なリスク低減措置、ニューコスモスにて実施運用した事例の発表を行います。
　コスモス（建設業労働安全衛生マネジメントシステム）を導入すると、組織的な取り組みによる社内
の士気が高揚し、企業内の安全衛生管理活動が活性化し、安全衛生管理が行いやすくなります。その結
果、下図に示すように、システムを適切に運用することによって、労働災害の減少幅が19.5ポイント
大きくなる効果がでています。
また、公共工事発注者の評価・優遇措置などのメリットもあります。
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認定会社災害指数

認定前平均

認定後平均

建設業平均前

建設業平均後

107.3

75.3

98.2

110.7

32
.0

12
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COHSMS認定の効果 認定前後の災害指数

認定年度

建設業全体の変化幅

COHSMS認定事業場
91社の変化幅

コスモス認定事業場
の方が19.5ポイント
も減少幅が大きい

（平成31年4月1日のデータ)
【グラフの解説】

　このグラフは、平成2７年以前に認定した９１社の休業4日以上の死傷者総数を認定前年を100として認定前5年と認定後の災害指数を表したものです。
建設業全体の労働災害の減少数は12.5ポイントですが、これと比べコスモス認定事業場は減少数が32.0ポイントであり、その差は19.5ポイントとなります。
※平成30年4月1日のデータでは減少幅は18.5ポイントでした。



15



16

福岡国際センター

福岡サンパレス

福岡国際会議場

【博多ふ頭行】
国際センター サンパレス前下車

【中央ふ頭行】
国際会議場 サンパレス前下車

徒歩すぐ

88番88番

80番80番

99番99番
地下鉄5分

地下鉄15分

260円

230円

230円

190円260円

地下鉄
福岡空港駅

福岡空港 バス約11分

バス約9分

タクシー

会場のご案内

博多駅（博多口）

住
吉
通
り

空
港
通り

博多バス
ターミナル

JR博多シティ

福岡
センタービル

福岡
銀行

博多郵便局
西日本
シティ
銀行

はかた
駅前通り

博多駅（交通センター前）

地下鉄
博多駅

博多駅
中央街

福岡朝日
ビル

博多駅博多駅
博多口

地下鉄空港線

地下鉄空港線

大博通り 地下鉄空港線地下鉄空港線
明治通り

天神
コア

福岡ビル

天神ビル福岡銀行

パルコ

VIORO岩田屋
新館

岩田屋
本館

ソラリア
ステージ
ビル

ソラリア
プラザ

西鉄福岡
（天神）

イムズ 福岡
市役所

ビブレ

天神バスセンター前

福岡市役所広場前

福岡市役所西

天神1丁目天神

きらめき通り中央

渡
辺
通
り

7
地下鉄
天神駅出口

福岡空港
国際線

至 太宰府
　 インター

至 唐津

至 福岡インター
→

→

→

天神駅天神駅

中洲川端
祇園

東比恵

呉服町

千代県庁口

馬出九大
病院前

箱崎宮前

赤坂

薬院大通
薬院

吉塚

天神南

福岡空港福岡空港

山陽新幹線

九
州
新
幹
線

鹿
児
島
本
線

鹿
児
島
本
線

西鉄天
神

大牟田
線

博多港

地下鉄空
港線

地下鉄七隈
線

地
下
鉄
箱
崎
線

福
岡
南
バ
イ
パ
ス

百年橋通り

大博通り

渡
辺
通
り

日
赤
通
り

国体
道路

那の
津通
り

吉塚通り東公園

キャナル
シティ博多

3

202

渡辺通

マリンメッセ福岡

Fukuoka
International Airport

Fukuoka Airport
Subway Station

Higashi-hama
Ramp

Tenjin-kita Ramp

Chikko Ramp

西鉄福岡
天神

1km

Tenjin
Station

ホテル
オークラ

西鉄グランド
ホテル

ホテル
ニューオータニ

グランド
ハイアット
ANAクラウン
プラザホテル

ハイアット
リージェンシー

篠栗
線

※大会開催期間中はJR博多駅から無料シャトルバスを運行します。また、大会2日目（9月27日（金））は地下鉄天神駅からも無料
シャトルバスを運行します（次頁参照）



17

無料シャトルバス運行のご案内

会場別開催案内
タクシー・
バスプール

(福岡都市高速道路）
ぴあトピアトンネル東高架下駐車場築港ランプ

博 多湾
ぴあトピア
駐車場

2
福岡国際会議場
多目的ホール

展示会
9月26日（木）～27日（金）

1
福岡国際センター

総合集会
9月26日（木）

2福岡国際会議場

専門部会
9月27日（金）

3
福岡サンパレス

専門部会
9月27日（金）

9月26日（木） ※大会初日「総合集会」開催日
【往路】 JR博多駅筑紫口（空港方面）発 

→ 「福岡国際センター・福岡国際会議場」行き

	 ○運行時間	 午前10時10分～午後15時10分の間
	 ○乗車場所	 JR博多駅筑紫口（空港方面）の「貸し切りバス駐車場」
	 ○所要時間	 約20分

※26日は福岡国際センター（総合集会会場）と 
福岡国際会議場（展示会・受賞者受付）前に停車します。

【復路】 「福岡国際センター」発 → JR博多駅筑紫口（空港方面）行き 

	 ○運行時間	 午後16時30分～午後17時10分の間
	 ○降車場所	 JR博多駅筑紫口（空港方面）の「貸し切りバス駐車場」
	 ○所要時間	 約20分

※最終便は天神経由
	 ○降車場所	 日本銀行福岡支店前（天神駅）
		  JR博多駅筑紫口（空港方面）の「貸し切りバス駐車場」
	 ○所要時間	 天神駅まで約20分、博多駅まで約40分

9月27日（金） ※大会2日目「専門部会」開催日
【 JR博多駅～会場】

JR博多駅筑紫口（空港方面） ←→ 「福岡国際会議場」

	 ○運行時間	 午前8時10分～午後17時10分
	 ○乗車場所	 JR博多駅筑紫口（空港方面）の「貸し切りバス駐車場」
	 ○所要時間	 約20分

【地下鉄天神駅～会場】
日本銀行福岡支店前（天神駅） ←→ 「福岡国際会議場」

	 ○運行時間	 午前8時10分～午後17時10分
	 ○乗車場所	 日本銀行福岡支店前（天神駅）
	 ○所要時間	 約15分

詳しい運行計画は建災防ホームページに掲載いたします。

2日間無料シャトルバスを運行いたします。
※所要時間や発車・到着時間は、交通道路状況により遅れが生じる場合がございます。
※席数には限りがございます。満員によりご乗車いただけない可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

満員の場合は、路線バスなどの公共交通機関をご利用ください。
※大会初日（9月26日（木））は、ラグビーワールドカップの試合が開催されるためご乗車 

時間等に遅れが生じる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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◯ 会場までのアクセスについて
両日、JR博多駅より無料シャトルバスを運行いたします。また路線バス（有料）もご利用になれます。詳し
くは16、17頁をご覧ください。

◯ 会場内について
喫煙は、指定の喫煙コーナーでお願いします。
各会場へ入場される際は、受付でお渡しする大会資料袋に入っている「参加者パスカード」（2日間有効）を
必ずご着用ください。
座席は指定のあるところを除き、すべて自由席です。会場前方から順にご着席ください。「場所取り」は�
ご遠慮ください。

◯ 昼食について
会場周辺には飲食店が少ないので、駅周辺等でおすませいただいてからのご来場をおすすめします。
なお、両日とも会場内での飲食は可能です。

◯ CPDS（継続学習制度）取得について
（一社）全国土木施工管理技士会連合会のCPDS（継続学習制度）のユニットが、本大会の専門部会�
（2日目）を聴講することによって取得できます。ユニットの対象は、『研究発表』『講話・講演』『パネルディス
カッション』（最大4ユニット）です。専門部会各会場受付で「受講証明書」を配布します。ユニットの申請は、
（一社）全国土木施工管理技士会連合会へ各自で申請をしてください。

一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会ホームページ　https://www.ejcm.or.jp/

◯ スタンプラリー実施とアンケート調査のご協力のお願い
大会資料袋の中にアンケート用紙が入っております。このアンケートの裏面は、スタンプラリー台紙になっ
ています。表面アンケートにご記入いただき、展示会各ブースの５箇所でスタンプをもらうと、①飲み物と
引き換えることができます。②展示会抽選コーナーで抽選ができます。アンケートにご協力をお願いします。

◯ 参加申込みについて

申 込 方 法 等
お申込方法等は、建災防各都道府県支部（19頁）で異なりますので、詳細をご確認
のうえ、参加申込書（20頁）に必要事項をご記入いただき、参加券代を添えて、最
寄りの都道府県支部、本部までお申込みください。�
本参加申込書は、当協会ホームページよりダウンロード（Excel）できます。�
（https://www.kensaibou.or.jp/）

参 加 券
8,000円（税込）※2日間とも会場にお入りいただけます。昼食はついていません。

資 料 引 換 え
大会会場内の受付場所において参加券と引換えに大会資料 （2日間共通）をお渡しします。�
一度受付をしていただいた後は、資料袋の中に入っている『参加者パスカード』を着用いただければ、�
各会場を自由に入場できます。

当 日 券 販 売
当日券販売も行いますが、混雑が予想されますので、事前のお申込みをお願いします。

個人情報の取扱い
ご記入いただいた個人情報につきましては、本大会参加者の把握のみに利用し、それ以外の目的では�
利用いたしません。

参加費合計︓ 　　　　　　名分

申込会社名︓

所 在 地 ︓

所 属 部 署︓

代表者⽒名︓ TEL︓

所在地（都道府県）

⽀部・本部　御中

第56回全国建設業労働災害防⽌⼤会(福岡)
参　加　申　込　書

⾦ 円

〒　　　　　　　－　　　

※参加者が上記と異なる、複数名での参加を希望される⽅はご記⼊ください。

⽒名 会社名

令和元年　　　⽉　　　⽇

建設業労働災害防⽌協会

参加者の皆様へ
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参加申込みお問合せ先一覧

支部名 電話番号 支部名 電話番号 支部名 電話番号
北 海 道 011-261-6187 石 川 076-244-7146 岡 山 086-225-4132

青 森 017-773-6200 福 井 0776-24-1197 広 島 082-228-8250

岩 手 019-623-4411 山 梨 055-221-8810 山 口 083-924-3743

宮 城 022-224-1797 長 野 026-228-7200 徳 島 088-622-3113

秋 田 018-823-5499 岐 阜 058-276-3743 香 川 087-821-5243

山 形 023-642-3033 静 岡 054-255-1080 愛 媛 089-943-5330

福 島 024-522-2266 愛 知 052-242-4441 高 知 088-822-0321

茨 城 029-300-4638 三 重 059-227-5922 福 岡 092-483-5101

栃 木 028-639-3133 滋 賀 077-522-3232 佐 賀 0952-26-2779

群 馬 027-252-1669 京 都 075-231-6587 長 崎 095-820-7755

埼 玉 048-862-2542 大 阪 06-6941-2961 熊 本 096-371-3700

千 葉 043-225-8524 兵 庫 078-997-2323 大 分 097-538-0745

東 京 03-3551-5372 奈 良 0742-22-3345 宮 崎 0985-20-8610

神 奈 川 045-201-8456 和 歌 山 073-436-1327 鹿 児 島 099-257-9211

新 潟 025-285-7141 鳥 取 0857-24-2281 沖 縄 098-876-5273

富 山 076-478-4900 島 根 0852-21-9004 本部業務部 03-3453-8202

今後の開催予定

※ 参加申込み方法等については、各地域の上記お問合せ先にご連絡下さい。

次回、第57回全国建設業労働災害防止大会は、仙台市の仙台
市体育館及び仙台国際センターにて令和2年9月24日（木） 〜 
25日（金）に開催いたします。
詳細については、順次、建災防ホームページでご案内いたします
のでご覧ください。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

次回全国大会は仙台で開催!!
第57回全国建設業労働災害防止大会（仙台大会）

回　数 開催年月日 開 催 地

第57回 令和2年 9月24日 ～ 25日 仙 台

第58回 令和3年 10月 7日 ～ 8日 京 都

第59回 令和4年 10月予定 金 沢

第60回 令和5年 10月予定 広 島

創立60周年 令和6年 9月～10月予定 東 京
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令和元年　　　月　　　日

建設業労働災害防止協会� 支部・本部 御中
※「本参加申込書」は、当協会HP（ https://www.kensaibou.or.jp/） でダウンロード（Excel）できます。

参加費合計：金 　　　　　　　　　　円 　　　　 名分

申込会社名：

所　在　地：

所 属 部 署：

代表者氏名： TEL：

※参加者が上記と異なる、複数名での参加を希望される方はご記入ください。

氏　　　名 会　社　名 所在地（都道府県）

第56回全国建設業労働災害防止大会（福岡）

参 加 申 込 書

表紙について
新元号「令和」は万葉集「梅の花」の

初春の令月にして、気淑（よ）く風和ぎ、梅は鏡前の粉（こ）を披（ひら）き、
	 蘭は珮後（はいご）の香を薫（かをら）す。
から採用されています。この歌が詠まれたのが、一説によれば福岡の坂本八幡宮であるといわれています。

福岡に
　きんしゃい!





ミドリ安全が、働く女性の
あらゆる安全をサポートします

ワーク女子力サイトはこちらから
midori-anzen.co.jp/mwj/

最優秀賞受賞
エコマークアワード2017

Design
Light Weight
Safety & Comfortable
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